
日本遺産『古代日本の「西の都」～東アジアとの交流拠点～』

およそ 1300 年前、筑紫の地に誕生した「西の都」大宰府。飛鳥時代に築かれた城砦を外郭に活かし、
「遠の朝廷」である大宰府を中心に築かれた東アジア標準の碁盤目の都市は、政治・文化・宗教・軍
事の拠点として、東アジアと日本の文化が交錯する「都」であった。

『“神功皇后伝承” を巡る』No.4

　筑紫には、神功皇后ゆかりの地名

伝承が数多く残されています。伝承

は今も多くの謎に包まれており、多

くの人びとを惹きつけています。エ

ピソードを読み解きながら伝承地を

巡れば、「西の都」の新たな一面を

発見することができます。

　現存する日本最古の歴史書の一つ『日本書紀』や、現存する最古の歌集『万

葉集』には「西の都」にゆかりのある記述が多く残されています。中でも神功

皇后に関わる逸話には、今も地名として残されているものがあります。

神功皇后が香椎宮から松峡宮（現在の朝倉市）へと遷る道中、皇后がかぶって

いた笠がつむじ風で飛ばされたその地を「御笠」、笠がかかった森を「御笠の森」

と呼ぶようになったと記されています。古代の大宰府は「御笠郡」にあり、宝

満山は「御笠山」と呼ばれていました。梅花の宴に出席した大伴百代もこの地

名伝承を踏まえ歌を詠んでいます。

「西の都」の時代から今も流れ続ける用水路、裂田溝には「神功皇后が神に祈

りを捧げるため、神田に儺河（那珂川）の水を引こうとしたところ、雷が落ち、

行く手を塞いでいた大岩が裂けて水が通った」とする伝承に基づき名づけられ

たとされています。現地にはこの伝承を彷彿とさせる場所が残されています。

やがて、神功皇后は筑紫の「蚊田」で応神天皇を産み、その地を「宇美」と名

付けます。安産の神として知られる宇美八幡宮の境内には「蚊田の森」と呼ば

れる楠の森があり、多くの人びとに親しまれています。

▲宇美八幡宮。木漏れ日のなか、筑
紫に伝わる物語に想いを馳せる

▲今は、街なかの静かな木立となっ
ている、御笠の森。



日本遺産『古代日本の「西の都』～東アジアとの交流拠点～』は、平成 27（2015）年に文
化庁から認定を受け、その範囲は福岡県筑紫野市・春日市・大野城市・太宰府市・那珂川市・
宇美町、佐賀県基山町に広がっています。

編集　「西の都」日本遺産活性化協議会（事務局：福岡県教育庁教育総務部文化財保護課） ⻄の都 検 索

No.４　『“神功皇后伝承” を巡る』　　おすすめコース

詳しく知りたい方は
公式ホームページまで☞
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